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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持基材、電荷発生層、少なくとも１つの電荷輸送層、および前記電荷輸送層と接触し
且つそれに連続したオーバーコート層を有する画像形成部材であって、
　少なくとも１つの電荷輸送層が少なくとも１つの電荷輸送成分および少なくとも１つの
チオホスフェートを含有し、
　前記オーバーコート層がアクリル化ポリオール、ポリアルキレングリコール、架橋剤、
および電荷輸送成分を含有することを特徴とする、
　画像形成部材。
【請求項２】
　前記アクリル化ポリオールは１０から２０，０００のヒドロキシル価を有し、
　前記アクリル化ポリオール、前記ポリアルキレングリコール、前記架橋剤、および前記
電荷輸送成分が酸触媒の存在下で反応して架橋ポリマーネットワークを形成している、
　請求項１に記載の画像形成部材。
【請求項３】
　前記ポリアルキレングリコールがポリプロピレングリコールであり、
　前記アクリル化ポリオールと前記ポリプロピレングリコールの重量比が２：８から８：
２であり、
　前記アクリル化ポリオール、前記ポリプロピレングリコール、前記架橋剤、および前記
電荷輸送成分が前記触媒の存在下で反応して、前記アクリル化ポリオール、前記ポリプロ
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ピレングリコール、前記架橋剤、前記触媒、および前記電荷輸送成分を含有する架橋ポリ
マーネットワークが形成されている、
　請求項２に記載の画像形成部材。
【請求項４】
　前記チオホスフェートが
【化１】

および／または
【化２】

である、請求項１に記載の画像形成部材。
（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびＲ6は、各々、独立して水素原子、アルキル、シ
クロアルキル、アリール、アルキルアリール、もしくはアリールアルキル、またはその混
合を表す。）
【請求項５】
　前記チオホスフェートがジアルキルジチオリン酸亜鉛である、請求項１～４のいずれか
一項に記載の画像形成部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、全般的には、層状画像形成部材、感光体、光伝導体等に関する。さらに詳し
くは、本開示は、基材等の必要に応じて用いられる支持媒体、チオホスフェート含有電荷
発生層、またはジアルキルジチオリン酸亜鉛（ＺＤＤＰ）等のチオホスフェートを含有す
る電荷輸送層（第一の電荷輸送層および第二の電荷輸送層等の複数の電荷輸送層を含む）
、必要に応じて設けられる接着層、必要に応じて設けられる正孔ブロックまたはアンダー
コート層、およびオーバーコート層を有する多層でフレキシブルなベルト画像形成部材ま
たはデバイスに関する。必要に応じて、電荷輸送層の少なくとも１つは、少なくとも１つ
の電荷輸送成分、ポリマーまたは樹脂バインダー、ジアルキルジチオホスフェート、およ
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び必要に応じて抗酸化剤を含有する。さらに、電荷輸送層の少なくとも１つはジアルキル
ジチオホスフェートを含まなくてもよく、ある実施形態においては、電荷発生層はジアル
キルジチオホスフェートを含有し、電荷輸送層はジアルキルジチオホスフェートを含まず
、ある実施形態においては、電荷輸送層はジアルキルチオホスフェートを含有し、電荷発
生層はジアルキルジチオホスフェートを含有しない。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、支持基材、正孔ブロック層、架橋電荷発生層、および電荷輸送層を有
する光伝導性画像形成部材であって、該電荷発生層が電荷発生成分、塩化ビニル、アリル
グリシジルエーテル、ヒドロキシ含有ポリマーを含有する光伝導性画像形成部材が開示さ
れている。
【０００３】
　特許文献２には、正孔ブロック層、電荷発生層、および電荷輸送層を有する光伝導性画
像形成部材であって、該正孔ブロック層が金属酸化物、および２以上のフェノール基を含
むフェノール性化合物とフェノール樹脂との混合物を含有する光伝導性画像形成部材が開
示されている。
【特許文献１】米国特許第７，０３７，６３１号
【特許文献２】米国特許第６，９１３，８６３号
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本開示は、以下の（１）～（５）を提供する。
（１）必要に応じて用いられる支持基材、電荷発生層、少なくとも１つの電荷輸送層、お
よび前記電荷輸送層と接触し隣接したオーバーコート層を有する画像形成部材であって、
　少なくとも１つの電荷輸送層が少なくとも１つの電荷輸送成分および少なくとも１つの
チオホスフェートを含有し、
　前記オーバーコート層がアクリル化ポリオール、ポリアルキレングリコール、架橋成分
、および電荷輸送成分を含有することを特徴とする、
　画像形成部材。
（２）前記アクリル化ポリオールは約１０から約２０，０００のヒドロキシル価を有し、
　前記アクリル化ポリオール、前記ポリアルキレングリコール、前記架橋成分、および前
記電荷輸送成分が酸触媒の存在下で反応して架橋ポリマーネットワークを形成している、
　（１）に記載の画像形成部材。
（３）前記アクリル化ポリオールと前記ポリプロピレングリコールの重量比が約２：８か
ら約８：２であり、
　前記アクリル化ポリオール、前記ポリプロピレングリコール、前記架橋剤、および前記
電荷輸送成分が前記触媒の存在下で反応して、前記アクリレートポリオール、前記ポリプ
ロピレングリコール、前記架橋剤、前記触媒、および前記電荷輸送成分を含有する架橋ポ
リマーネットワークが形成されている、
　（２）に記載の画像形成部材。
（４）前記チオホスフェートが
【０００５】
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【化１】

【０００６】
および／または
【０００７】

【化２】

【０００８】
である、（１）に記載の画像形成部材。
（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびＲ6は、各々、独立して水素原子、アルキル、シ
クロアルキル、アリール、アルキルアリール、もしくはアリールアルキル、またはその混
合を表す。）
（５）前記アクリル化ポリオールが、
（－ＣＨ2－Ｒa－ＣＨ2）m－（－ＣＯ－Ｒb－ＣＯ－）n－（－ＣＨ2－Ｒc－ＣＨ2）p－（
－ＣＯ－Ｒd－ＣＯ－）q

で表される、（１）に記載の部材。
（式中、ＲaおよびＲcは独立して、直鎖アルキル基、直鎖アルコキシ基、分岐アルキル基
、および分岐アルコキシ基の少なくとも１つを表し、各アルキルおよびアルコキシ基は約
１から約２０の炭素原子を含有し、ＲbおよびＲdは、独立して、アルキルおよびアルコキ
シのうちの少なくとも１つを表し、前記アルキルおよび前記アルコキシは、各々、約１か
ら約２０の炭素原子を含有し、ｍ、ｎ、ｐ、およびｑは、ｎ＋ｍ＋ｐ＋ｑ＝１となるよう
な、０から１のモル分率を表す。）
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　本明細書中で示される感光体は、ある実施形態においては、優れた耐摩耗性および延長
された寿命を有し、画像形成部材の擦り傷（ｓｃｒａｔｃｈｅｓ）を排除または最小化す
る。擦り傷は望ましくない印刷欠陥をもたらすことがあり、例えば、擦り傷は生成された
最終印刷上において目に見えてしまう。加えて、ある実施形態においては、本明細書中に
開示された画像形成部材は優れた、多くの場合には低いＶr（残存ポテンシャル）を有し
、Ｖrサイクルアップ（Ｖr　ｃｙｃｌｅ　ｕｐ）の実質的防止（適切な場合）、高い感度
、低い許容できるイメージゴースティング特性（ｉｍａｇｅ　ｇｈｏｓｔｉｎｇ　ｃｈａ
ｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｓ）、低いバックグラウンドおよび／または最小の電荷欠乏スポ
ット（ｃｈａｒｇｅ　ｄｅｆｉｃｉｅｎｔ　ｓｐｏｔｓ：ＣＤＳ）、および望ましいトナ
ー清浄性を可能にする。より詳細には、本明細書中においては、ある実施形態において、
画像形成部材に適当なジアルキルジチオホスフェートを組み込むことが示され、そのジア
ルキルジチオホスフェートは少なくとも１つの電荷輸送層または電荷発生層に、または少
なくとも１つの電荷輸送層および電荷発生層の双方に含ませることができる。少なくとも
１つとは、ある実施形態においては、例えば、１、１から約１０、２から約７、２から約
４、２等を指す。さらに、ある実施形態においては、透明であって電荷輸送層溶液に実質
的に可溶であるジアルキルジチオホスフェートを電荷輸送層の少なくとも１つに加えるこ
とができ、すなわち、例えば、電荷輸送層溶液に溶解させる代わりに、ジアルキルジチオ
ホスフェートをドーパントとして電荷輸送層に加えることができ、より具体的には、ジア
ルキルジチオホスフェートは最上部電荷輸送層に加えることができる。同様に、ジアルキ
ルジチオホスフェートを、電荷発生層分散液に含めた後に、この層を基材上に堆積させる
ことができる。
【０００９】
　また、本開示の範囲内に含まれるのは、本明細書中で示される光応答性または光伝導体
デバイスで画像形成および印刷を行う方法である。これらの方法は、一般には、画像形成
部材上に静電潜像を形成し、続いて、該画像を、例えば熱可塑性樹脂、顔料等の着色剤、
電荷添加剤、および表面添加剤からなるトナー組成物で現像し（米国特許第４，５６０，
６３５号、４，２９８，６９７号および４，３３８，３９０号参照）、引き続いて、該画
像を適当な基材に転写し、永久的に定着させることを含む。デバイスを印刷モードで使用
すべき環境においては、画像形成方法は、露光をレーザーデバイスまたはイメージバーで
達成できることを除いては、同一の操作を含む。より具体的には、本明細書中に開示され
たフレキシブルベルトは、１分当たり１００を超えるコピーをいくつかのバージョンで発
生させるゼロックス・コーポレーション（Ｘｅｒｏｘ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）　ｉＧ
ＥＮ３（登録商標）マシーン用に選択することができる。画像形成のプロセス、特に、デ
ジタルおよび／またはカラー印刷を含む電子写真式の画像形成および印刷は、従って、本
開示に含まれる。画像形成部材は、ある実施形態においては、例えば、約４００から約９
００ナノメートル、特に、約６５０から約８５０ナノメートルの波長範囲において感度を
有し、従って、ダイオードレーザーを光源として選択することができる。さらに、本開示
の画像形成部材は、高分解能カラー電子写真用途、特に高速カラーコピーおよび印刷プロ
セスにおいて有用である。
【００１０】
　例えば、約３，５００，０００画像形成サイクルを超える延長されたサービスの寿命、
優れた電子的特性、安定した電気的特性、低いイメージゴースティング、低いバックグラ
ウンドおよび／または最小の電荷欠乏スポット（ＣＤＳ）、ある種の溶媒の蒸気への暴露
に際しての電荷輸送層クラッキング（ｃｒａｃｋｉｎｇ）に対する耐性、優れた表面特性
、改良された耐摩耗性、多数のトナー組成物に対する適合性、画像形成部材の擦り傷を最
小化または回避する特性、既知のＰＩＤＣｓ（Ｐｈｏｔｏ－ｉｎｄｕｃｅｄ　Ｄｉｓｃｈ
ａｒｇｅ　Ｃｕｒｖｅ：光－誘導放電曲線）の作成によって示されるような多数の画像形
成サイクルにわたって実質的に平坦であるかまたは変化がない一定のＶr（残存ポテンシ
ャル）、残存ポテンシャルにおける最小のサイクルアップ、光源に対する光伝導体の露光
後において、例えば、約２．６ミリ秒の最小バックグラウンド電圧である許容できるバッ
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利点の多くを有する画像形成部材が開示される。
【００１１】
　また、多数の画像形成サイクルのために、主として光伝導体エージングによって引き起
こされる、Ｖrサイクルアップの防止がなされた層状フレキシブルベルト感光体、および
、得られた画像形成部材が低いバックグラウンドおよび／または最小のＣＤＳを示し、多
数の画像形成サイクルのために、主として光伝導体エージングによって引き起こされる、
Ｖrサイクルアップを防止する層状フレキシブルベルト感光体が開示される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本開示の態様は、基材、電荷発生層、少なくとも１つの電荷輸送成分を含む少なくとも
１つの電荷輸送層（該少なくとも１つの電荷輸送層は正孔輸送分子および少なくとも１つ
のジアルキルジチオホスフェート
【００１３】

【化３】

【００１４】
および／または
【００１５】
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【化４】

【００１６】
を含み、式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびＲ6は、各々、独立して、水素原子、およ
び適当な炭化水素のうちの少なくとも１つを表す）、および最上部電荷輸送層に接触し且
つそれに連続するオーバーコート層を順に含むフレキシブル光伝導体に関する。該オーバ
ーコート層は、触媒の存在下でのアクリレートポリオール、ポリアルキレングリコール、
架橋剤および電荷輸送化合物の反応によって形成され、その結果、該アクリレートポリオ
ール、該グリコール、および電荷輸送化合物を主に含有するポリマーネットワークがもた
らされる。画像形成部材において、該オーバーコート層の電荷輸送成分は
【００１７】
【化５】

【００１８】
である。ｍは０または１である。Ｚは
【００１９】



(8) JP 5389348 B2 2014.1.15

10

20

30

40

【化６】

【００２０】
の少なくとも１つからなる群から選択される。ｎは０または１である。Ａｒは
【００２１】
【化７】

【００２２】
のうちの少なくとも１つからなる群から選択される。Ｒは－ＣＨ3、－Ｃ2Ｈ5、－Ｃ3Ｈ7

、およびＣ4Ｈ9のうちの少なくとも１つからなる群から選択される。Ａｒ’は
【００２３】
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【化８】

【００２４】
のうちの少なくとも１つからなる群から選択される。Ｘは
【００２５】

【化９】

【００２６】
のうちの少なくとも１つからなる群から選択される。ｓは０、１または２である。本開示
の態様はまた、基材、電荷発生層、少なくとも１つの電荷輸送成分を含む少なくとも１つ
の電荷輸送層（該少なくとも１つの電荷輸送層は正孔輸送分子および本明細書中で示され
るチオホスフェートを含み、１層、２層、３層、または４層の電荷輸送層がチオホスフェ
ートを含有する）、および最上部電荷輸送層に接触し且つそれに連続する層を含み、その
層は触媒の存在下でのアクリレートポリオール、ポリアルキレングリコール、架橋剤、お
よび電荷輸送成分の反応によって形成され、その結果、ポリマーネットワークが形成され
ている光伝導体に関する。より具体的には、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびＲ6のうちの
少なくとも１つは水素原子、例えば１から約２０個の炭素原子を有するアルキル基、例え
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ば６から約２６個の炭素原子を有するシクロアルキル基、例えば約３から約２０個の炭素
原子を有しエステル、エーテル、アルコールまたはカルボキシル基を含有するヒドロカル
ビル、例えば２から約１８個の炭素原子を有する直鎖または分岐鎖アルキル等を表す。
【００２７】
　ある実施形態において、チオホスフェートについては、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およ
びＲ6のうちの少なくとも１つは水素原子、例えば１から約１２個の炭素原子を有するア
ルキル、例えば約６から約２０個の炭素原子を有するシクロアルキル、約６から約５０個
の炭素原子を有するアリール、アルキルアリールまたはアリールアルキル基、例えば約５
から約１５個の炭素原子を含有し且つエステル、エーテル、アルコールまたはカルボキシ
ル基を含有するヒドロカルビル基、例えば約２から約１５個の炭素原子、または約３から
約８個の炭素原子を有する直線、鎖状または分岐鎖であってよいアルキル基を表す。アル
キルおよびアルコキシ基の例は、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イ
ソブチル、ペンチル、ヘキシル、エチルヘキシル、その誘導体等、およびそれらの混合、
および対応するアルコキシドを含む。アリールの例は、フェニル、ナフチル、例えばアル
キルやアルコキシで置換されたアリール、およびその誘導体である。ヒドロカルビル基の
例は、例えば、約５から約１５個の炭素原子を有し、かつエステル、エーテル、アルコー
ルまたはカルボキシル基を有する。
【００２８】
　金属ジアルキルジチオホスフェートの具体的な例は、ジ（２－エチルヘキシル）ジチオ
リン酸モリブデン、ジエチルジチオリン酸亜鉛、ジアミルジチオリン酸アンチモン等を含
む。市販のジアルキルジチオリン酸亜鉛としては、エルコ・コーポレーション（Ｅｌｃｏ
　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）、クリーブランド（Ｃｌｅｖｅｌａｎｄ）、ＯＨから入手可
能なエルコ（ＥＬＣＯ（商標））１０２、１０３、１０８、１１４、１１、および１２１
が挙げられる。多数のチオホスフェートは、ある量の石油蒸留物、バレロ・エナジー・コ
ーポレーション（Ｖａｌｅｒｏ　Ｅｎｅｒｇｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）、サン・アン
トニオ（Ｓａｎ　Ａｎｔｏｎｉｏ）、ＴＸから入手可能なＶａｌＰａｒ５００（商標）の
ような鉱油を含有する。市販のジアルキルジチオホスフェートモリブデンとしては、アー
ル・ティー・バンデルビルト・カンパニー・インコーポレーテッド（Ｒ．Ｔ．Ｖａｎｄｅ
ｒｂｉｌｔ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｉｎｃ．）、ノーウォーク（Ｎｏｒｗａｌｋ）、ＣＴから
入手可能なモリバン・エル（ＭＯＬＹＶＡＮ　Ｌ）（商標）（ジ（２－エチルヘキシル）
ホスホロジチオ酸モリブデン）が挙げられる。市販のジアルキルジチオリン酸アンチモン
としては、アール・ティー・バンデルビルト・カンパニー、インコーポレーティッド（Ｒ
．Ｔ．Ｖａｎｄｅｒｂｉｌｔ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｉｎｃ．）、ノルウォーク（Ｎｏｒｗａ
ｌｋ）、ＣＴから入手可能なバンルーブ（ＶＡＮＬＵＢＥ）（商標）６２２および６４８
（ジアルキルホスホロジチオ酸アンチモン）が挙げられる。
【００２９】
　理論的にはチオホスフェートおよび存在する他の成分の間の相互作用はあり得るが、あ
る実施形態において主として優れた光伝導体エレクトリカルとして機能する種々の有効量
のチオホスフェートを、１以上の電荷輸送層において約０．０１から約３０重量パーセン
ト、約０．１から約１０重量パーセントまたは約０．５から約５重量パーセント、および
電荷発生層において約０．１から約４０重量パーセント、約１から約２０重量パーセント
、または約５から約１５重量パーセントの量で、各電荷輸送層および／または電荷発生層
の成分に加えることができる。
【００３０】
　また、必要に応じて設けられる支持基材、シラノールを含有する電荷発生層、および少
なくとも１つの電荷輸送成分を含む少なくとも１つの電荷輸送層、およびオーバーコート
層を含む画像形成部材が開示される。支持基材、電荷発生成分およびシラノールを含む電
荷発生層、および少なくとも１つの電荷輸送成分を含む少なくとも１つの電荷輸送層を有
する光伝導体が開示される。該シラノールは
【００３１】
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【化１０】

【００３２】
のうちの少なくとも１つからなる群から選択される。式中、ＲおよびＲ’は、独立して、
アルキル、アルコキシ、アリール、およびそれらの置換された誘導体、およびそれらの混
合のような適当な炭化水素である。該光伝導体は、更に、該電荷輸送層と接触し且つそれ
と連続する架橋されたオーバーコート層を含み、該オーバーコート層は電荷輸送化合物、
ポリマー、および架橋成分を含む。支持基材と、少なくとも１つの電荷発生色素およびシ
ラノールを含む電荷発生層とを順に含み、その上に、少なくとも１つの電荷輸送成分を含
む電荷輸送層を含む光伝導体が開示される。該シラノールは、以下のうちの少なくとも１
つからなる群から選択される。該光伝導体は、さらに、最上部電荷輸送層と接触し且つそ
れに連続する層を含む。その層は、触媒の存在下でのアクリレートポリオール、ポリアル
キレングリコール、架橋剤および電荷輸送化合物の反応によって形成することのできる架
橋されたポリマーを含み、その結果、該アクリレートポリオール、該グリコール、該架橋
剤および電荷輸送化合物を主として含有するポリマーネットワークがもたらされる。
【００３３】



(12) JP 5389348 B2 2014.1.15

10

20

30

40
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【００３４】
該アクリレートポリオールが、
（－ＣＨ2－Ｒa－ＣＨ2）m－（－ＣＯ－Ｒb－ＣＯ－）n－（－ＣＨ2－ＲC－ＣＨ2）p－（
－ＣＯ－Ｒd－ＣＯ－）q

によって表される光伝導体が開示される。式中、ＲaおよびＲcは、独立して、直鎖アルキ
ル基、直鎖アルコキシ基、分岐鎖アルキル基、および分岐鎖アルコキシ基の少なくとも１
つを表し、各アルキルおよびアルコキシ基は約１から約２０個の炭素原子を含有し、Ｒb

およびＲdは、独立して、アルキルおよびアルコキシの少なくとも１つを表し、該アルキ
ルおよび該アルコキシは、各々、約１から約２０個の炭素原子を含有し、ｍ、ｎ、ｐ、お
よびｑは、ｎ＋ｍ＋ｐ＋ｑ＝１となるような、０から１のモル分率を表す。必要に応じて
用いられる基材、電荷発生成分およびシラノールを含む電荷発生層、および少なくとも１
つの電荷輸送成分を含む少なくとも１つの電荷輸送層を含む光伝導体が開示される。該電
荷発生シラノールは、以下の式／構造からなる群から選択される。
【００３５】
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【００３６】
式中、ＲおよびＲ’は、独立して、アルキル、アルコキシ、アリール、およびそれらの置
換された誘導体、およびそれらの混合である。該光伝導体は、さらに、該電荷輸送層に接
触したＰＯＣ（ｐｒｏｔｅｃｔｉｖｅ　ｏｖｅｒｃｏａｔ：保護オーバーコート）の最上
部オーバーコート層を含む。支持基材、少なくとも１つの電荷発生色素およびシラノール
を含む電荷発生層、その上に少なくとも１つの電荷輸送成分および
【００３７】
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【化１３】

【００３８】
を含む少なくとも１つの電荷輸送層、および該電荷輸送層と接触した最上部オーバーコー
ト層またはＴＯＣを順に含む光伝導体が開示される。該オーバーコート層は、主として、
アクリル化ポリオール、ポリアルキレングリコール（アルキレンは、例えば１から約１０
個の炭素原子、より具体的には１から約４個の炭素原子を含有する）、正孔輸送化合物等
の電荷輸送化合物、および少量の触媒および架橋剤を含有する。支持基材、電荷発生層、
および少なくとも２つの電荷輸送層（少なくとも１つの電荷発生または電荷輸送層は前記
式のシラノールを含有し、該シラノールはポリへドラルオリゴマーシルセスキオキサン（
ｐｏｌｙｈｅｄｒａｌ　ｏｌｉｇｏｍｅｒｉｃ　ｓｉｌｓｅｓｑｕｉｏｘａｎｅ：ＰＯＳ
Ｓ）シラノールとも呼ばれるものである）、該電荷輸送層と接触し、アクリル化ポリオー
ルおよびアルキレングリコールの混合物のようなポリオールの混合物、電荷輸送化合物、
および架橋剤を含む最上部オーバーコート架橋層を含むフレキシブルな画像形成部材が開
示される。該オーバーコート層は酸触媒の存在下で形成される。電荷発生層、および少な
くとも１つの電荷輸送層（該電荷発生層が本明細書中に記載のシラノールを少なくとも１
つ含有するか、または該電荷発生層および該少なくとも１つの電荷輸送層の両方が本明細
書中に記載のシラノールを少なくとも１つ含有するか、あるいは該電荷輸送層はシラノー
ルを含有せず、そのようなシラノールは該電荷発生層に含まれる）、および該電荷輸送層
に接触した本明細書中に記載の最上部保護架橋オーバーコート層を含む光伝導体が開示さ
れる。支持基材、その上の電荷発生層、および少なくとも１つの電荷輸送成分および本明
細書中に記載の式のシラノールを少なくとも１つ含む少なくとも１つの電荷輸送層を含み
、ＲおよびＲ’は、独立して、フェニル、メチル、ビニル、アリル、イソブチル、イソオ
クチル、シクロペンチル、シクロヘキシル、シクロヘキセニル－３－エチル、エポキシシ
クロヘキシル－４－エチル、ＣＦ3ＣＨ2ＣＨ2－およびＣＦ3（ＣＦ2）5ＣＨ2ＣＨ2－のよ
うなフッ素化アルキル、メタクリロールプロピル、またはノルボルネニルエチルのような
アルキル、アルコキシ、またはアリール、またはそれらの混合である画像形成部材が開示
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される。基材、その上の電荷発生層、その上の少なくとも１から約３の電荷輸送層、正孔
ブロック層、接着層（ある実施形態においては、該接着層は該電荷発生層および該正孔ブ
ロック層の間に位置し、該電荷輸送層および該電荷発生層の少なくとも１つはシラノール
を含有し、あるいは、該シラノールは該電荷発生層のみに含有され、このとき、該電荷発
生層は電荷発生色素などの電荷発生成分および樹脂バインダーを含み、該少なくとも１つ
の電荷輸送層は正孔輸送成分などの少なくとも１つの電荷輸送成分、樹脂バインダー、お
よび抗酸化剤のような既知の添加剤を含む）、および該電荷輸送層の全表面と接触した本
明細書中に記載の最上部オーバーコート保護層を含む光伝導性部材が開示される。
【００３９】
　本明細書中に記載の光伝導体は、電荷発生層または電荷輸送層に、本明細書中に記載の
ジアルキルジチオホスフェートを含むことができる。
【００４０】
　その実施形態において、支持基材、その上の電荷発生層、電荷輸送層およびオーバーコ
ートポリマー層を含む光伝導性画像形成部材；約１から約１０ミクロンの厚みの電荷発生
層、各々が約５から約１００ミクロンの厚みの少なくとも１つの輸送層を有する光伝導性
部材；帯電部、現像部、転写部、および定着部を有する電子写真式画像形成装置（該装置
は、支持基材、およびその上の電荷発生色素を含む層、および１以上の電荷輸送層、およ
びその上のオーバーコート層を含む光伝導性画像形成部材を有し、該輸送層は約４０から
約７５ミクロンの厚みのものである）；シラノールまたはジアルキルジチオホスフェート
が約０．１から約４０重量パーセント、または約６から約２０重量パーセントの量で存在
する部材；電荷発生層が、約１０から約９５重量パーセントの量で存在する電荷発生色素
を含有する部材；電荷発生層の厚みが約１から約４ミクロンである部材；電荷発生層が不
活性ポリマーバインダーを含有する部材；該バインダーが約５０から約９０重量パーセン
トの量で存在し、全ての層成分の合計が約１００パーセントである部材；電荷発生成分が
約３７０から約９５０ナノメートルの波長の光を吸収するヒドロキシガリウムフタロシア
ニンである部材；支持基材が、金属を含む導電性基材を含む画像形成部材；導電性基材が
アルミニウム、アルミニウム化ポリエチレンテレフタレートまたはチタン化ポリエチレン
テレフタレートである画像形成部材；電荷発生樹脂性バインダーが、ポリエステル、ポリ
ビニルブチラール、ポリカーボネート、ポリスチレン－ｂ－ポリビニルピリジン、および
ポリビニルホルマールのような既知の適当なポリマーからなる群から選択される画像形成
部材；該電荷発生色素が金属を含まないフタロシアニンである画像形成部材；電荷輸送層
の各々、特に第一および第二の層、または単一電荷輸送層、およびオーバーコート層中の
電荷輸送化合物が
【００４１】
【化１４】

【００４２】
を含む画像形成部材（式中、Ｘはメチルおよび塩化物のようなアルキル、アルコキシおよ
びハロゲンからなる群から選択される）；アルキルおよびアルコキシが約１から約１５の
炭素原子を含有する画像形成部材；アルキルが約１から約５の炭素原子を含有する画像形
成部材；アルキルがメチルである画像形成部材；電荷輸送層の各々または少なくとも１つ
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、特に第一および第二の電荷輸送層、または単一の電荷輸送層、およびオーバーコート層
の電荷輸送化合物が
【００４３】
【化１５】

【００４４】
を含む画像形成部材（式中、ＸおよびＹは、独立して、アルキル、アルコキシ、アリール
、ハロゲン、またはそれらの混合である）；例えば、アルキルおよびアルコキシが約１か
ら約１５個の炭素原子を含有し、アルキルが約１から約５個の炭素原子を含有し、樹脂性
バインダーがポリカーボネートおよびポリスチレンからなる群から選択される画像形成部
材；電荷発生層に存在する電荷発生色素がクロロガリウムフタロシアニン、またはＶ型ヒ
ドロキシガリウムフタロシアニンを含む画像形成部材；電荷発生層が基材および電荷輸送
層の間に位置する部材；電荷輸送層が基材および電荷発生層の間に位置し、かつ電荷輸送
層の数が２である部材；電荷発生層が約５から約２５ミクロンの厚みのものである部材；
電荷発生成分の量が約０．０５重量パーセントから約２０重量パーセントであり、電荷発
生色素が約１０重量パーセントから約８０重量パーセントのポリマーバインダー中に分散
される画像形成部材；
　電荷発生層の厚みが約１から約１１ミクロンまでである部材；
　電荷発生および電荷輸送層成分がポリマーバインダー中に含まれる部材；
　バインダーが約５０～約９０重量パーセントの量で存在し、層成分の総計が約１００パ
ーセントであり、電荷発生樹脂性バインダーが、ポリエステル、ポリビニルブチラール、
ポリカーボネート、ポリスチレン－ｂ－ポリビニルピリジン、およびポリビニルホルマー
ルより構成される群から選択される部材；
　電荷発生成分が、Ｖ型ヒドロキシガリウムフタロシアニンまたはクロロガリウムフタロ
シアニンであり、電荷輸送層および／またはオーバーコートが、Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－
Ｎ，Ｎ－ビス（３－メチルフェニル）－１，１’－ビフェニル－４，４’－ジアミン、Ｎ
，Ｎ’－ビス（４－ブチルフェニル）－Ｎ，Ｎ’－ジ－ｐ－トリル－［ｐ－ターフェニル
］－４，４’’－ジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（４－ブチルフェニル）－Ｎ，Ｎ’－ジ－ｍ
－トリル－［ｐ－ターフェニル］－４，４’’－ジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（４－ブチル
フェニル）－Ｎ，Ｎ’－ジ－ｏ－トリル－［ｐ－ターフェニル］－４，４’’－ジアミン
、Ｎ，Ｎ’－ビス（４－ブチルフェニル）－Ｎ，Ｎ’－ビス－（４－イソプロピルフェニ
ル）－［ｐ－ターフェニル］－４，４’’－ジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（４－ブチルフェ
ニル）－Ｎ，Ｎ’－ビス－（２－エチル－６－メチルフェニル）－［ｐ－ターフェニル］
－４，４’’－ジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（４－ブチルフェニル）－Ｎ，Ｎ’－ビス－（
２，５－ジメチルフェニル）－［ｐ－ターフェニル］－４，４’’－ジアミン、Ｎ，Ｎ’
－ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（３－クロロフェニル）－［ｐ－ターフェニル］－４，４
’’－ジアミン分子の正孔輸送体を含み、正孔輸送樹脂性バインダーは、ポリカーボネー
トおよびポリスチレンより構成される群から選択される画像形成部材；
　電荷発生層が、金属を含まないフタロシアニンを含有する画像形成部材；
　電荷発生層が、アルコキシガリウムフタロシアニンを含有する画像形成部材；
　基材上に被覆として含まれるブロック層、およびブロック層上に被覆された接着層を伴
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　さらに接着層および正孔ブロック層を含有する画像形成部材；
　画像形成部材上に静電潜像を形成し、潜像を現像し、現像された静電画像を転写し、適
切な基材に定着することを含むカラー画像形成方法；
　支持基材、電荷発生層、正孔輸送層、および正孔輸送層と接触した（あるいは実施形態
によっては電荷発生層と接触した）最上部オーバーコート層を有する光伝導性画像形成部
材であって、実施形態によっては複数の電荷輸送層が選択され、例えば２から約１０まで
、さらに具体的には２つの電荷輸送層が選択される、光伝導性画像形成部材；および
　場合により設けられる支持基材、電荷発生層、および第一、第二および第三電荷輸送層
を有する光伝導性画像形成部材の開示がある。
【００４５】
　ある実施形態において、ＰＯＳＳシラノールは、フェニル－ＰＯＳＳトリシラノール、
または以下の式／構造
【００４６】

【化１６】

【００４７】
のフェニル－ポリヘドラルオリゴマーシルセスキオキサントリシラノールである。該ＰＯ
ＳＳシラノールは約７から約２０個のケイ素原子、または約７から約１２個のケイ素原子
を含有することができる。ＰＯＳＳシラノールのＭWは、例えば約７００から約２，００
０、または約８００から約１，３００である。
【００４８】
　シラノールの例として開示されるのは、
【００４９】
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【化１７】

【００５０】
（式中、Ｒはフェニルである）
【００５１】
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【化１８】

【００５２】
である。
【００５３】
　ある実施形態においては、選択されうるシラノールはＰＯＳＳを含有しない。このよう
なシラノールの例としては、ジメチル（チエン－２－イル）シラノール、トリス（イソプ
ロポキシ）シラノール、トリス（ｔｅｒｔ－ブトキシ）シラノール、トリス（ｔｅｒｔ－
ペントキシ）シラノール、トリス（ｏ－トリル）シラノール、トリス（１－ナフチル）シ
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ラノール、トリス（２，４，６－トリメチルフェニル）シラノール、トリス（２－メトキ
シフェニル）シラノール、トリス（４－ジメチルアミノ）フェニル）シラノール、トリス
（４－ビフェニリル）シラノール、トリス（トリメチルシリル）シラノール、ジシクロヘ
キシルテトラシラノール（Ｃ12Ｈ26Ｏ5Ｓｉ2）、その混合物等が挙げられる。
【００５４】
　本明細書中に示される部材、デバイス、および光伝導体のために選択されるシラノール
は、Ｓｉ－ＯＨ置換基が水を脱離してシロキサン、すなわちＳｉ－Ｏ－Ｓｉ連結を形成す
る点に関して、Ｓｉ－ＯＨ置換基を主に考慮すると、安定である。理論によって限定され
るものではないが、他の３つの結合が珪素に付着したシラノールヒンダード構造は、それ
らを少なくともより長い期間、例えば少なくとも１週以上２年を越える期間まで、安定に
させると考えられる。シラノールは、電荷輸送層溶液または分散液に含めてもよく、ある
いは、電荷発生層溶液または分散液に含ませてもよい（例えば溶解させる）。あるいは、
シラノールを電荷輸送層および／または電荷発生層に添加してもよい。
【００５５】
　固体全体の約０．０１から約５０重量パーセント、または約１から約３０重量パーセン
ト、または約５から約２０重量パーセントのような、種々の適当な量のシラノールを選択
することができる。シラノールは電荷輸送層溶液および電荷発生溶液に溶解させることが
でき、あるいは別法として、シラノールは形成された電荷輸送層および／または形成され
た電荷発生層に単に加えることができる。ある実施形態において、シラノールは、電荷発
生層を調製する既知の分散粉砕プロセスに含められる。
【００５６】
　電荷発生層については、理論に限定されるわけではないが、電荷発生色素は、疎水性シ
ラノールの電荷発生色素表面へのイン・サイチュ（ｉｎ　ｓｉｔｕ）付着によって疎水性
部位で修飾され、シラノールの残りの部分は樹脂バインダーと相互作用し、それにより、
色素は分散粉砕プロセスの間に容易に分散可能となる。
【００５７】
　光伝導体基材層の厚みは、経済的考慮、電気特性等の多くの因子に依存し、したがって
この層は、かなりの厚み、例えば３，０００ミクロンを越える様な厚み、約１，０００～
約２，０００ミクロン、約５００～約９００ミクロン、約３００～約７００ミクロン、あ
るいは最小の厚みのものでありうる。ある実施形態では、この層の厚みは約７５ミクロン
～約３００ミクロン、または約１００ミクロン～約１５０ミクロンである。
【００５８】
　基材は、不透明であっても実質的に透明であってもよく、任意の適切な材料を含みうる
。したがって基材は、無機または有機組成物のような電気的に非伝導性または伝導性の材
料の層を含みうる。電気的に非伝導性の材料としては、薄層ウエブとしてフレキシブルな
ポリエステル、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリウレタン等を含む、この目的のため
に知られる種々の樹脂が使用されうる。電気的に伝導性の基材は、例えば、アルミニウム
、ニッケル、鋼鉄、銅などのあらゆる適切な金属、炭素、金属粉などのような電気的に伝
導性の物質が充填された上記のようなポリマー材料、または有機の電気的に伝導性の材料
でありうる。電気的に絶縁または伝導性の基材は、無端フレキシブルベルト、ウエブ、剛
性シリンダー、シートなどの形態でありうる。基材層の厚みは、所望の強度および経済的
考慮などの多くの因子に依存する。本明細書中で参照される同時係属中の出願で開示され
るとおり、ドラムについては、この層はかなりの厚み、例えば多センチメートルまで、で
もよく、あるいはミリメートル未満という最小の厚みのものでありうる。同様に、フレキ
シブルベルトはかなりの厚み、例えば約２５０マイクロメートル、でもよく、あるいは約
５０マイクロメートル未満という最小の厚みのものでありうる（ただし最終の電子写真装
置に有害な影響がないという条件の下で）。
【００５９】
　基材層が伝導性でない実施形態では、電気伝導性の被覆によってその表面を電気伝導性
にしうる。伝導性被覆の厚みは、光学的透明性、望まれる柔軟性の程度、および経済的因
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子によって実質的に広範な範囲にわたり変化しうる。
【００６０】
　基材の代表的例は本明細書中に示されるとおりであり、さらに具体的には、本開示の画
像形成部材について選択され、基材が不透明あるいは実質的に透明でありうる層は、市販
されているポリマーであるマイラー（ＭＹＬＡＲ）（登録商標）やチタンを含有するマイ
ラー（ＭＹＬＡＲ）（登録商標）のような無機または有機ポリマー材料を含む絶縁材料の
層、その上に配置されたインジウム錫オキシドまたはアルミニウムのような半導体表面層
を有する有機または無機材料の層、またはアルミニウム、クロム、ニッケル、真鍮などの
伝導性材料の層を包含する。基材は、フレキシブルで、継ぎ目がないか、または剛性であ
ってもよく、そして例えば、プレート、円筒状ドラム、巻物、無端のフレキシブルベルト
などのような多数の異なる形態を有しうる。ある実施形態では、基材は継ぎ目なしのフレ
キシブルベルトの形態にある。ある種の状況、特に基材がフレキシブルな有機ポリマー材
料である場合、例えばマクロロン（ＭＡＫＲＯＬＯＮ）（登録商標）として市販されてい
るポリカーボネート材料のようなカール防止層を基材の裏面に被覆することが望ましい場
合がある。
【００６１】
　ある実施形態において、電荷発生層は多数の公知の電荷発生色素より構成され、例えば
、Ｖ型ヒドロキシガリウムフタロシアニンまたはクロロガリウムフタロシアニン約５０重
量パーセント、およびＶＭＣＨ（ダウ・ケミカル（Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）から入手
可能）のようなポリ（ビニルクロリド－コ－ビニルアセテート）共重合体のような樹脂バ
インダー約５０重量パーセントである。一般に、電荷発生層は公知の電荷発生色素を含有
でき、例えば金属フタロシアニン、金属を含まないフタロシアニン、アルキルヒドロキシ
ガリウムフタロシアニン、ヒドロキシガリウムフタロシアニン、クロロガリウムフタロシ
アニン、ペリレン、特にビス（ベンズイミダゾ）ペリレン、チタニルフタロシアニン等で
あり、より具体的にはバナジルフタロシアニン、Ｖ型ヒドロキシガリウムフタロシアニン
、およびセレン、セレン合金および三方晶系セレンのような無機成分などである。電荷発
生色素を電荷輸送層のために選択される樹脂バインダーと同様の樹脂バインダー中に分散
してもよく、あるいは樹脂バインダーは存在しなくてもよい。一般に、電荷発生層の厚み
は、他の層の厚みおよび電荷発生層に含有される電荷発生材料の量等の多数の因子に依存
する。したがってこの層は、例えば電荷発生組成物が約３０～約７５体積パーセントの量
で存在する場合に、例えば約０．０５ミクロン～約１０ミクロン、さらに具体的には約０
．２５ミクロン～約２ミクロンの厚みであってもよい。ある実施形態においてこの層の最
大厚みは、光感度、電気的特性、および機械的配慮のような因子に主に依存する。電荷発
生層のバインダー樹脂は、例えば約１から約５０重量パーセント、さらに具体的には約１
から約１０重量パーセントの種々の適切な量で存在し、その樹脂はポリ（ビニルブチラー
ル）、ポリ（ビニルカルバゾール）、ポリエステル、ポリカーボネート、ポリ（ビニルク
ロリド）、ポリアクリレートおよびメタクリレート、ビニルクロリドとビニルアセテート
の共重合体、フェノール性樹脂、ポリウレタン、ポリ（ビニルアルコール）、ポリアクリ
ロニトリル、ポリスチレンなどのような多数の公知のポリマーから選択されうる。デバイ
ス中の先に被覆された他の層を実質的に撹乱したり悪影響を及ぼすことのない塗布溶媒を
選択することが望ましい。電荷発生層のための塗布溶媒の例は、ケトン、アルコール、芳
香族炭化水素、ハロゲン化脂肪族炭化水素、シラノール、アミン、アミド、エステルなど
である。具体的溶媒例は、シクロヘキサノン、アセトン、メチルエチルケトン、メタノー
ル、エタノール、ブタノール、アミルアルコール、トルエン、キシレン、クロロベンゼン
、四塩化炭素、クロロホルム、メチレンクロリド、トリクロロエチレン、テトラヒドロフ
ラン、ジオキサン、ジエチルエーテル、ジメチルホルムアミド、ジメチルアセトアミド、
ブチルアセテート、エチルアセテート、メトキシエチルアセテートなどである。
【００６２】
　電荷発生層は、真空蒸発または真空蒸着によって製造された、セレンおよびセレンとヒ
素、テルリウム、ゲルマニウムなどとの合金のアモルファスフィルム、水素化アモルファ
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スシリコン、シリコンとゲルマニウム、炭素、酸素、窒素などとの化合物、を含んでいて
もよい。電荷発生層は、膜形成性ポリマーバインダーに分散された、例えば結晶性セレン
およびその合金、ＩＩからＶＩ族までの化合物、の無機色素、およびキナクリドン、ジブ
ロモアンタンスロン色素、ペリレンおよびペリノンジアミン、多核芳香族キノン等の多環
色素、ビス－、トリス－およびテトラキス－アゾを含むアゾ色素のような有機色素等を含
んでいてもよく、溶媒塗布技術によって製造されうる。
【００６３】
　低コスト半導体レーザーダイオード露光デバイスに露光される感光体には、赤外線感度
が望まれる場合があり、例えば、選択されたフタロシアニンの吸収スペクトルおよび光感
度はその中心金属原子に依存する。例としては、オキシバナジウムフタロシアニン、クロ
ロアルミニウムフタロシアニン、銅フタロシアニン、オキシチタンフタロシアニン、クロ
ロガリウムフタロシアニン、ヒドロキシガリウムフタロシアニン、マグネシウムフタロシ
アニン、および無金属フタロシアニンが挙げられる。該フタロシアニンは多くの結晶形態
で存在し、電荷発生に対して強い影響を有する。
【００６４】
　ある実施形態において、電荷発生層用のマトリックスとして選択することができるポリ
マーバインダー材料の例は知られており、例えば、本明細書中において示されているもの
が挙げられる。
【００６５】
　電荷発生組成物または色素は種々の量の樹脂性バインダー組成物中に存在させる。しか
しながら、一般には、約５重量パーセントから約９０重量パーセントの電荷発生色素を約
１０重量パーセントから約９５重量パーセントの樹脂性バインダーに分散させ、あるいは
約２０重量パーセントから約５０重量パーセントの電荷発生色素を約８０重量パーセント
から約５０重量パーセントの樹脂性バインダー組成物に分散させる。１つの実施形態にお
いて、約５０重量パーセントの電荷発生色素を約５０重量パーセントの樹脂性バインダー
組成物に分散させる。
【００６６】
　実施形態によっては、適切な公知の接着層を光伝導体に含めてもよい。典型的な接着層
材料としては例えばポリエステル、ポリウレタンなどが挙げられる。接着層の厚みは変化
し得るものであり、ある実施形態では例えば、約０．０５マイクロメートル（５００オン
グストローム）～約０．３マイクロメートル（３，０００オングストローム）である。ス
プレー、ディップ塗布、ロール塗布、巻線ロッド塗布、グラビア塗布、バードアプリケー
ター塗布などによって、接着層を正孔ブロック層に付着しうる。付着された被覆の乾燥は
例えばオーブン乾燥、赤外線照射乾燥、空気乾燥などによって達成されうる。
【００６７】
　通常、正孔ブロック層と電荷発生層に接触するかまたはその間に配置される、場合によ
り設けられる接着層として、コポリエステル、ポリアミド、ポリ（ビニルブチラール）、
ポリ（ビニルアルコール）、ポリウレタン、およびポリアクリロニトリルを含む種々の公
知の物質を選択しうる。この層は、例えば約０．００１ミクロン～約１ミクロン、または
約０．１ミクロン～約０．５ミクロンの厚みのものである。場合により、この層は、有効
で適切な量、例えば約１～約１０重量パーセントの、酸化亜鉛、二酸化チタン、窒化シリ
コン、カーボンブラックなどの伝導性および非伝導性粒子を含有してもよく、それにより
例えば本開示のいくつかの実施形態においてさらに望ましい電気および光学特性を提供し
てもよい。
【００６８】
　本開示の画像形成部材のための場合により設けられる正孔ブロックまたはアンダーコー
ト層は、例えばアミノシラン、ドープされた金属酸化物、ＴｉＳｉ、チタン、クロム、亜
鉛、錫などのような金属の酸化物、フェノール性化合物とフェノール性樹脂の混合物、ま
たは２つのフェノール性樹脂の混合物などの公知の正孔ブロック成分、および場合により
ＳｉＯ2のようなドーパントなど、多数の成分を含有しうる。フェノール性化合物は、通
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常、ビスフェノールＡ（４，４’－イソプロピリデンジフェノール）、Ｅ（４，４’－エ
チリデンビスフェノール）、Ｆ（ビス（４－ヒドロキシフェニル）メタン）、Ｍ（４，４
’－（１，３－フェニレンジイソプロピリデン）ビスフェノール）、Ｐ（４，４’－（１
，４－フェニレンジイソプロピリデン）ビスフェノール）、Ｓ（４，４’－スルホニルジ
フェノール）、およびＺ（４，４’－シクロヘキシリデンビスフェノール）、ヘキサフル
オロビスフェノールＡ（４，４’－（ヘキサフルオロイソプロピリデン）ジフェノール）
、レゾルシノール、ヒドロキシキノン、カテキンなどのように少なくとも２つのフェノー
ル基を含有する。
【００６９】
　正孔ブロック層は、例えば約２０重量パーセントから約８０重量パーセントまで、さら
に具体的には約５５重量パーセントから約６５重量パーセントの金属酸化物のような適切
な成分（例えばＴｉＯ2）、約２０重量パーセントから約７０重量パーセントまで、さら
に具体的には、約２５重量パーセントから約５０重量パーセントのフェノール性樹脂、約
２重量パーセントから約２０重量パーセントまで、さらに具体的には約５重量パーセント
から約１５重量パーセントの、好ましくは少なくとも２つのフェノール基を含有するフェ
ノール性化合物（例えばビスフェノールＳ）、および約２重量パーセントから約１５重量
パーセントまで、さらに具体的には約４重量パーセントから約１０重量パーセントの、Ｓ
ｉＯ2のよう合板抑制ドーパント（plywood suppression dopant）より構成されうる。正
孔ブロック層被覆分散液は、例えば、以下のとおりに作製しうる。最初に、分散液中の金
属酸化物のメジアン粒子サイズが、約１０ナノメートル未満、例えば約５～約９ナノメー
トルになるまで、ボールミルまたはダイノミルすることによって、金属酸化物／フェノー
ル性樹脂分散液を製造する。上記分散液に、フェノール性化合物およびドーパントを添加
し、続いて混合する。ディップ塗布またはウエブ塗布によって正孔ブロック層塗布分散液
を塗布でき、その層を塗布後熱硬化させうる。生じた正孔ブロック層は例えば、約０．０
１ミクロン～約３０ミクロン、さらに具体的には約０．１ミクロン～約８ミクロンの厚み
のものである。フェノール性樹脂の例としては、バルクム（ＶＡＲＣＵＭ）（登録商標）
２９１５９および２９１０１（オキシケム社（ＯｘｙＣｈｅｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ）から入
手可能）およびデュライト（ＤＵＲＩＴＥ）（登録商標）９７（ボーデン・ケミカル（Ｂ
ｏｒｄｅｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）から入手可能）のようなフェノール、ｐ－ｔｅｒｔ－ブ
チルフェノール、クレゾールのホルムアルデヒドポリマー、バルクム（ＶＡＲＣＵＭ）（
登録商標）２９１１２（オキシケム社（ＯｘｙＣｈｅｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ）から入手可能
）のようなアンモニア、クレゾールおよびフェノールのホルムアルデヒドポリマー、バル
クム（ＶＡＲＣＵＭ）（登録商標）２９１０８および２９１１６（オキシケム社（Ｏｘｙ
Ｃｈｅｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ）から入手可能）のような４，４’－（１－メチルエチリデン
）ビスフェノールのホルムアルデヒドポリマー、バルクム（ＶＡＲＣＵＭ）（登録商標）
２９４５７（オキシケム社（ＯｘｙＣｈｅｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ）から入手可能）、デュラ
イト（ＤＵＲＩＴＥ）（登録商標）ＳＤ－４２３Ａ、ＳＤ－４２２Ａ（ボーデン・ケミカ
ル（Ｂｏｒｄｅｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）から入手可能）のようなクレゾールおよびフェノ
ールのホルムアルデヒドポリマー、またはデュライト（ＤＵＲＩＴＥ）（登録商標）ＥＳ
Ｄ　５５６Ｃ（ボーデン・ケミカル（Ｂｏｒｄｅｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）から入手可能）
のようなフェノールおよびｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノールのホルムアルデヒドポリマー
が挙げられる。
【００７０】
　場合により設けられる正孔ブロック層を基材に塗布してもよい。隣接する光伝導層（ま
たは電子写真画像形成層）とその下にある基材の伝導性表面との間で正孔に対する電子的
障壁を形成する能力のあるあらゆる適切な、従来からのブロック層を選択しうる。
【００７１】
　一般的には約５ミクロンから約７５ミクロンの厚み、より具体的には約１０ミクロンか
ら約４０ミクロンの厚みの電荷輸送層、成分、および分子は、以下の式
【００７２】
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【化１９】

【００７３】
（式中、Ｘはアルキル、アルコキシ、アリール、ハロゲン、またはそれらの混合であり、
あるいは各Ｘは４つの末端環の各々に存在し、特に、ＣｌおよびＣＨ3からなる群から選
択される置換基である）
のアリールアミン、および以下の式
【００７４】

【化２０】

【００７５】
（式中、Ｘ、ＹおよびＺの少なくとも１つは、独立して、アルキル、アルコキシ、アリー
ル、ハロゲン、またはそれらの混合であり、Ｙ、Ｚ、またはＹおよびＺの双方が存在でき
る）
の分子、
【００７６】

【化２１】

【００７７】
によって表されるＮ，Ｎ’－ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（３－ヒドロキシフェニル）－
［１，１’－ビフェニル］－４，４’－ジアミン、
【００７８】
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【化２２】

【００７９】
（式中、各Ｒ1およびＲ2は、独立して、－Ｈ、－ＯＨ、ｎが１から約１２である－ＣnＨ2

n+1、アラルキル、およびアリール基の少なくとも１つからなる群から選択され、該アラ
ルキルおよびアリール基は、例えば、約６から約３６個の炭素原子を有する）
によって表されるテルフェニルアリールアミンなどの多くの公知の物質を含む。該ヒドロ
キシアリールアミン化合物は、１以上の芳香族環を通って－ＯＨ基および最も近い窒素原
子の間において直接的共役はないものとできる。表現「直接的共役」とは、例えば、－Ｏ
Ｈ基および最も近い窒素原子の間に直接的に介在する１以上の芳香族環における式－（Ｃ
＝Ｃ）n－Ｃ＝Ｃ－を有するセグメントの存在を指す。１以上の芳香族環を通っての－Ｏ
Ｈ基および最も近い窒素原子の間の直接的共役の例としては、フェニレン基に結合した窒
素原子に対してフェニレン基上のオルトまたはパラ位（または２または４位置）に－ＯＨ
基を有するフェニレン基を含有する化合物、または会合したフェニレン基に結合した窒素
原子に対して末端フェニレン基上のオルトまたはパラ位に－ＯＨ基を有するポリフェニレ
ン基を含有する化合物が挙げられる。アラルキル基の例は、例えば、ｎが約１から約５、
または約１から約１０である－ＣnＨ2n－フェニル基を含み、アリール基の例は、例えば
、フェニル、ナフチル、ビフェニル等を含む。Ｒ1が－ＯＨであって、各Ｒ2がｎ－ブチル
である実施形態において、得られる化合物はＮ，Ｎ’－ビス［４－ｎ－ブチルフェニル］
－Ｎ，Ｎ’－ジ［３－ヒドロキシフェニル］－テルフェニル－ジアミンである。また、あ
る実施形態において、正孔輸送層はオーバーコート層の形成のために選択された溶媒に可
溶性である。
【００８０】
　具体的なアリールアミンの例としては、Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（アル
キルフェニル）－１，１’－ビフェニル－４，４’－ジアミン（アルキルは、メチル、エ
チル、プロピル、ブチル、ヘキシルなどより構成される群から選択される）、Ｎ，Ｎ’－
ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（ハロフェニル）－１，１’－ビフェニル－４，４’－ジア
ミン（ハロ置換基は、クロロ置換基である）、Ｎ，Ｎ’－ビス（４－ブチルフェニル）－
Ｎ，Ｎ’－ジ－ｐ－トリル－［ｐ－ターフェニル］－４，４’’－ジアミン、Ｎ，Ｎ’－
ビス（４－ブチルフェニル）－Ｎ，Ｎ’－ジ－ｍ－トリル－［ｐ－ターフェニル］－４，
４’’－ジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（４－ブチルフェニル）－Ｎ，Ｎ’－ジ－ｏ－トリル
－［ｐ－ターフェニル］－４，４’’－ジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（４－ブチルフェニル
）－Ｎ，Ｎ’－ビス－（４－イソプロピルフェニル）－［ｐ－ターフェニル］－４，４’
’－ジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（４－ブチルフェニル）－Ｎ，Ｎ’－ビス－（２－エチル
－６－メチルフェニル）－［ｐ－ターフェニル］－４，４’’－ジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビ
ス（４－ブチルフェニル）－Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，５－ジメチルフェニル）－［ｐ－タ
ーフェニル］－４，４’－ジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（３－クロ
ロフェニル）－［ｐ－ターフェニル］－４，４’’－ジアミンなどが挙げられる。他の公
知の電荷輸送層用の分子も選択可能であり、例えば米国特許第４，９２１，７７３号およ
び４，４６４，４５０号を参照することができる。
【００８１】
　電荷輸送層の成分は、光伝導体最上部オーバーコート層のための電荷輸送化合物として
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選択することができる。
【００８２】
　電荷輸送層につき選択されたバインダー材料の例としては、（ビスフェノール－Ａ－ポ
リカーボネートとも呼ばれる）ポリ（４，４’－イソプロピリデン－ジフェニレン）カー
ボネート、（ビスフェノール－Ｚ－ポリカーボネートとも呼ばれる）ポリ（４，４’－シ
クロヘキシリジンジフェニレン）カーボネート、（ビスフェノール－Ｃ－ポリカーボネー
トとも呼ばれる）ポリ（４，４’－イソプロピリデン－３，３’－ジメチル－ジフェニル
）カーボネート等のようなポリカーボネートなどの、電荷発生層のために選択されるもの
のような既知の成分が挙げられる。ある実施形態において、電気的に不活性なバインダー
は、約２０，０００から約１００，０００の分子量を有する、または好ましくは約５０，
０００から約１００，０００の分子量ＭWを有するポリカーボネート樹脂を含む。一般に
、輸送層は約１０から約７５重量パーセントの電荷輸送材料、より具体的には、約３５パ
ーセントから約５０パーセントのこの材料を含有する。
【００８３】
　１以上の電荷輸送層、より具体的には、電荷発生層と接触した第一の電荷輸送層、およ
びその上の、最上部のまたは第二の電荷輸送層は、ポリカーボネートのようなフィルム形
成性の電気的に不活性なポリマーに溶解した、または分子的に分散した電荷輸送小分子を
含んでもよい。ある実施形態において、「溶解した」とは、例えば、小分子およびシラノ
ールが該ポリマーに溶解して、均一な相を形成する溶液を形成することを指し、および「
ある実施形態において分子的に分散した」とは、例えば、該ポリマーに電荷輸送分子が分
散し、該小分子が分子スケールで該ポリマーに分散することを指す。種々の電荷輸送また
は電気的に活性な小分子は1以上の電荷輸送層で選択してもよい。ある実施形態において
、電荷輸送層とは、例えば電荷発生層において発生した遊離電荷を輸送層を横切って輸送
させるモノマーとしての電荷輸送分子を指す。
【００８４】
　所望ならば、電荷輸送層における電荷輸送材料は、ポリマー電荷輸送材料、または小分
子電荷輸送材料およびポリマー電荷輸送材料の組合せを含んでもよい。
【００８５】
　ある実施形態では電荷輸送層の各々の厚みは約５～約７５ミクロンであるが、しかし実
施形態によってはこの範囲外の厚みを選択してもよい。電荷輸送層は、その上における静
電潜像の形成および滞留を防止するのに十分な速度で、光照射しないときに、正孔輸送層
に置かれた静電電荷が伝導することのないような程度に、絶縁体であるべきである。一般
に、電荷輸送層と電荷発生層の厚みの比は約２：１～２００：１、そして状況によっては
約２：１～４００：１としてもよい。電荷輸送層は、意図される用途の範囲内で可視光ま
たは放射に対して実質的に非吸収性であるが、しかし光伝導層または電荷発生層から光生
成された正孔を注入することを可能にし、これらの正孔を自らを通して輸送させて活性層
の表面上で表面電荷を選択的に放電することを可能にする点で、電気的に「活性」である
。
【００８６】
　選択された連続的電荷輸送オーバーコート層の厚みは、使用されたシステムでの帯電（
バイアス帯電ロール）、清掃（ブレードまたはウエブ）、現像（ブラシ）、転写（バイア
ス転写ロール）などの磨耗性に依存し、この厚みは、約１０マイクロメートル以下であり
うる。ある実施形態では、各層の厚みは約１マイクロメートル～約５マイクロメートルで
ある。種々の適切な従来からの方法を混合のために使用でき、その後電荷輸送層にオーバ
ーコート層塗布用混合物を塗布しうる。典型的な塗布技術としては、スプレー、ディップ
塗布、ロール塗布、巻線ロッド塗布などが挙げられる。形成された被覆の乾燥は、オーブ
ン乾燥、赤外線放射乾燥、空気乾燥などのようなあらゆる適切な従来からの技術により実
行してよい。本開示の乾燥されたオーバーコート被覆層は、画像形成の間に正孔を輸送す
べきであるが、遊離キャリア濃度は高すぎるべきではない。
【００８７】
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　最上部電荷輸送層は電荷輸送層と同じ成分を含むことができ、電荷輸送小分子と適切な
電気的に不活性な樹脂バインダーの間の重量比はより小さく、例えば約０／１００～約６
０／４０、または約２０／８０～約４０／６０である。
【００８８】
　本明細書中で開示された光伝導体は、通常、電荷輸送層と接触し且つそれに連続した保
護オーバーコート層（protective overcoating layer：ＰＯＣ）を含む。このＰＯＣ層は
、（ｉ）アクリル化ポリオール、および（ｉｉ）ポリプロピレングリコールのようなアル
キレングリコールポリマー（ポリプロピレングリコールに対するアクリル化ポリオールの
割合は、例えば、約０．１：０．９から約０．９：０．１）、少なくとも１つの輸送化合
物、および少なくとも１つの架橋剤を含む成分を含む。オーバーコート組成物は、第一の
ポリマーとしての、約１０から約２０，０００のヒドロキシル価を有するアクリル化ポリ
オール、例えば、約１００から約２０，０００、約４００から約５，０００、または約１
，０００から約２，０００の重量平均分子量を有するアルキレングリコールの第二のポリ
マー、電荷輸送化合物、酸触媒、および架橋剤を含むことができ、架橋されたオーバーコ
ート層はアクリル化ポリオールおよびグリコールのようなポリオール、架橋剤残留物およ
び触媒残留物を含有し、全て反応してポリマーネットワークとなる。架橋のパーセンテー
ジは測定するのが困難であり得るものであり、かつ理論によって制限されるつもりはない
が、オーバーコート層は、例えば、約５から約５０パーセント、約５から約２５パーセン
ト、約１０から約２０パーセント、ある実施形態において、約４０から約６５パーセント
のような適当な値まで架橋される。優れた光伝導体の電気的応答性は、プレポリマーのヒ
ドロキシル基、およびジヒドロキシアリールアミン（ＤＨＴＢＤ）のヒドロキシル基が、
サイメル（ＣＹＭＥＬ）（登録商標）の部分のような架橋において利用可能なメトキシア
ルキルよりも化学量論的に少ない場合に達成することもできる。
【００８９】
　感光体オーバーコートは多数の異なるプロセスによって塗布することができ、例えば溶
媒系中にオーバーコート組成物を分散させ、得られたオーバーコート塗布液を被塗布表面
、例えば感光体の最上部電荷輸送層に、例えば約０．５ミクロン～約１０ミクロン、また
は０．５～約８ミクロンの厚みに塗布するというものでもよい。
【００９０】
　種々の実施形態によって、オーバーコート層中に存在する架橋可能なポリマーはポリオ
ールとアクリル化ポリオール膜形成樹脂との混合物を含むことができ、ここで例えば、架
橋可能なポリマーは電気的に絶縁性、半導体性または導体性のいずれでもよく、電荷輸送
性であっても電荷輸送特性を有さなくてもよい。ポリオールの例としては高度に分岐した
ポリオールが挙げられ、ここで高度な分岐とは例えば十分な量の三官能性アルコール（例
えばトリオール）を使用して合成されたプレポリマーあるいは高ヒドロキシル価を有する
多官能性ポリオールに該当し、ポリマー主鎖からの多数の分岐を有するポリマーを形成す
る。ポリオールは、例えば約１０～約１０，０００のヒドロキシル価を有してよく、エー
テル基を含んでいてもエーテル基を含まなくてもよい。適切なアクリル化ポリオールは、
例えば、エチレンオキシドで修飾されたプロピレンオキシド、グリコール、トリグリセロ
ールなどの反応産物から産生されるものでもよく、アクリル化ポリオールは以下の式（２
）によって表されうる。
［Ｒt－ＣＨ2］t－［－ＣＨ2－Ｒa－ＣＨ2］p－［－ＣＯ－Ｒb－ＣＯ－］n－［－ＣＨ2－
Ｒc－ＣＨ2］p－［－ＣＯ－Ｒd－ＣＯ－］q　　　　　（２）
（Ｒtは、ＣＨ2ＣＲ1ＣＯ2－を表し、Ｒ1は、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ヘキ
シル、ヘプチルなどのような、例えば１～約２５の炭素原子を、そしてさらに具体的には
１～約１２の炭素原子を有するアルキルであり、ＲaおよびＲcは独立に、線状アルキル基
、アルコキシ基、分岐アルキルまたは分岐アルコキシ基を表し、ここでアルキルおよびア
ルコキシ基は例えば１～約２０の炭素原子を有し、ＲbおよびＲdは独立に、例えば１～約
２０の炭素原子を有するアルキルまたはアルコキシ基を表し、ｍ、ｎ、ｐおよびｑは、ｎ
＋ｍ＋ｐ＋ｑ＝１であるような、０～１のモル比を表す）。市販のアクリル化ポリオール
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の例は、ジョンソン・ポリマーズ・インク．（Ｊｏｈｎｓｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ　Ｉｎ
ｃ．）から入手可能なジョンクリル（ＪＯＮＣＲＹＬ）（商標）ポリマー、およびオーピ
ーシー・ポリマーズ（ＯＰＣ　ｐｏｌｙｍｅｒｓ）から入手可能なポリケム（ＰＯＬＹＣ
ＨＥＭ）（商標）ポリマーである。
【００９１】
　ある実施形態ではオーバーコート層は架橋剤および触媒を含み、架橋剤は例えばメラミ
ン架橋剤または促進剤であってもよい。架橋剤の組込みは、分岐、架橋構造を提供する、
アクリル化ポリオールと相互作用する反応部位を提供しうる。そのように組込まれた場合
、例えば、トリオキサン、メラミン化合物およびその混合物を含む、あらゆる適切な架橋
剤または促進剤を使用しうる。メラミン化合物を選択する場合それらは官能化されてもよ
く、その例は、メラミンホルムアルデヒド、グリコウリル－ホルムアルデヒドおよびベン
ゾグアナミン－ホルムアルデヒドなどのようなメトキシメチル化メラミン化合物などであ
る。ある種の実施形態では、架橋剤は、メチル化、ブチル化メラミン－ホルムアルデヒド
を含みうる。適切なメトキシメチル化メラミン化合物の非限定的な例は、式（ＣＨ3ＯＣ
Ｈ2）6Ｎ3Ｃ3Ｎ3および以下の構造
【００９２】
【化２３】

【００９３】
を有するメトキシメチル化メラミン化合物であるサイメル（ＣＹＭＥＬ）（登録商標）３
０３（サイテック・インタストリーズ（Ｃｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ）から入手可
能）でありうる。
【００９４】
　触媒の存在下でオーバーコート成分を加熱することによって、架橋を達成しうる。触媒
の非限定的な例としては、シュウ酸、マレイン酸、石炭酸、アスコルビン酸、マロン酸、
コハク酸、酒石酸、クエン酸、ｐ－トルエンスルホン酸、メタンスルホン酸など、および
その混合物が挙げられる。
【００９５】
　ブロック剤をオーバーコート層に含ませてもよく、ブロック剤は酸触媒効果を「一時拘
束」または実質的に遮断することができ、それにより酸触媒機能が望まれるまでの間の溶
液安定性を与える。したがって、例えば溶液温度が閾値温度より上に上昇するまで、ブロ
ック剤が酸効果を遮断しうる。例えばある種のブロック剤は、その溶液温度が約１００℃
より上に上昇されるまで、酸効果を遮断するために使用しうる。その時点で、ブロック剤
は酸から解離し、気化する。その後、未結合の酸は自由に重合を触媒できる。このような
適切なブロック剤の例としては、ピリジン、およびサイテック・インダストリーズ・イン
ク．（Ｃｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｉｎｃ．）から入手可能なサイキャット（Ｃ
ＹＣＡＴ）（登録商標）４０４５のようなブロック剤を含有する市販の酸溶液が挙げられ
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るがこれに限定されない。
【００９６】
　架橋のために使用される温度は、特定の触媒、触媒量、利用される加熱時間、および所
望の架橋の程度と共に変化する。一般に、選択される架橋の程度は、最終感光体の所望の
柔軟性による。例えば、完全な、つまり１００パーセントである架橋は、剛性ドラムまた
はプレート感光体のため使用されうる。しかし、例えばウエブまたはベルト構造を有する
フレキシブルな感光体のためには、通常、例えば２０～８０％の部分的架橋が選択される
。所望の程度の架橋を達成するための触媒の量は、反応のために使用されるポリオール／
アクリル化ポリオールのような特定の被覆溶液材料、触媒、温度、および時間によって変
化する。具体的には、ポリエステルポリオール／アクリル化ポリオールを、約１００℃～
約１５０℃の温度で架橋する。触媒としてｐ－トルエンスルホン酸を用いた場合にポリオ
ール／アクリル化ポリオールのために使用される典型的な架橋温度は、約１分～約４０分
で、約１４０℃より低く、例えば約１３５℃である。酸触媒の典型的濃度は、ポリオール
／アクリル化ポリオールの重量に対して約０．０１から約５重量パーセントまでである。
架橋の後、オーバーコートは、それが架橋する前は可溶性であった溶媒に実質的に不溶性
であるべきであり、したがって溶媒に浸漬した布で擦った際にもオーバーコート材料の除
去が起こらないようになっている。架橋は、架橋ポリマーネットワークに輸送分子を拘束
する三次元ネットワークの発達につながる。
【００９７】
　オーバーコート層は、例えば、オーバーコート層の電荷輸送移動度を改良するために電
荷輸送材料も含むことができる。種々の実施形態によると、電荷輸送材料は（ｉ）フェノ
ール性置換芳香族アミン、（ｉｉ）第一級アルコール置換芳香族アミン、および（ｉｉｉ
）その混合物の少なくとも１つからなる群から選択できる。ある実施形態において、電荷
輸送材料は、例えば、アルコール可溶性ジヒドロキシテルフェニルジアミンのテルフェニ
ル、アルコール－可溶性ジヒドロキシＴＰＤであり得る。テルフェニル電荷輸送分子の例
は以下の式
【００９８】
【化２４】

【００９９】
（式中、各Ｒ1は－ＯＨであり、Ｒ2は、例えば、ｎが１から約１０、１から約５、または
約１から約６であるアルキル（－ＣnＨ2n+1）、および例えば、約６から約３０、または
約６から約２０個の炭素原子を有するアラルキルおよびアリール基である）によって表す
ことができる。アラルキル基の適当な例としては、例えば、ｎが約１から約５、または約
１から約１０である－ＣnＨ2n－フェニル基が挙げられる。アリール基の適当な例として
は、例えば、フェニル、ナフチル、ビフェニル等が挙げられる。１つの実施形態において
、各Ｒ1は－ＯＨであって、ジヒドロキシテルフェニルジアミン正孔輸送分子を供する。
例えば、各Ｒ1が－ＯＨであって、各Ｒ2が－Ｈである場合、得られる化合物はＮ，Ｎ’－
ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ジ［３－ヒドロキシフェニル］－テルフェニル－ジアミンである
。もう１つの実施形態において、各Ｒ1は－ＯＨであって、各Ｒ2は、独立して、前記で定
義したアルキル、アラルキル、またはアリール基である。種々の実施形態において、電荷



(30) JP 5389348 B2 2014.1.15

10

20

30

40

50

輸送材料はオーバーコート層を形成するのに用いた選択された溶媒に可溶性である。
【０１００】
　いずれかの適当な第二級または第三級アルコール溶媒は、フィルム形成性オーバーコー
ト層の付着のために使用することができる。典型的なアルコール溶媒としては、限定され
るものではないが、例えば、ｔｅｒｔ－ブタノール、ｓｅｃ－ブタノール、２－プロパノ
ール、１－メトキシ－２－プロパノール等、およびその混合物が挙げられる。例えば、テ
トラヒドロフラン、モノクロロベンゼン、およびその混合物のようなオーバーコート層の
形成のための他の適当な共溶媒を選択することができる。これらの共溶媒は、前記アルコ
ール溶媒のための希釈剤として用いることができるか、あるいはそれらを省略することが
できる。しかしながら、いくつかの実施形態において、高沸点アルコール溶媒の使用を最
小化し、または回避するのは価値があることかもしれない。なぜなら、それらは有効な架
橋に干渉し得るので除去すべきだからである。
【０１０１】
　ある実施形態において、該オーバーコート溶液で利用される架橋性ポリマー、電荷輸送
材料、架橋剤、酸触媒、およびブロッキング剤を含む成分は、該溶媒、またはオーバーコ
ートで使用する溶媒に可溶性または実質的に可溶性であるべきである。
【０１０２】
　使用する系における荷電（例えば、バイヤス荷電ロール）、清浄（例えば、ブレードま
たはウェブ）、現像（例えば、ブラシ）、転写（例えば、バイヤス転写ロール）等の磨耗
性に依存し得るオーバーコート層の厚みは、例えば、約１または約２ミクロンから約１０
ミクロンまたは約１５ミクロンかそれ以上である。種々の実施形態において、オーバーコ
ート層の厚みは約１マイクロメートルから約５マイクロメートルであり得る。オーバーコ
ート層の光伝導層上への塗布のための典型的な塗布技術としては、スプレーイング、ディ
ップコーティング、ロールコーティング、巻線ロッドコーティング等を挙げることができ
る。付着されたオーバーコート層の乾燥は、オーブン乾燥、赤外線照射乾燥、空気乾燥等
のようないずれかの適当な従来技術によって行うことができる。本開示の乾燥したオーバ
ーコート層は画像形成の間に電荷を輸送するはずである。
【０１０３】
　乾燥したオーバーコート層において、その組成は約４０から約９０重量パーセントのフ
ィルム形成性架橋性ポリマー、および約６０から約１０重量パーセントの電荷輸送材料を
含むことができる。例えば、ある実施形態において、電荷輸送材料は、約２０から約５０
重量パーセントの量でオーバーコート層に組み込むことができる。所望であれば、オーバ
ーコート層は導電性充填剤、磨耗耐性充填剤等のような他の材料を適当なかつ既知の量で
含むこともできる。
【０１０４】
　理論によって拘束されるわけではないが、架橋剤は中央領域に位置することが可能であ
り、このとき、アクリル化ポリオール、ポリアルキレングリコールのようなポリマー、お
よび電荷輸送成分は該架橋剤と結合し、ある実施形態においては該中心領域から延びる。
必要に応じて全ての電荷輸送層または少なくとも１つの電荷輸送層に組み込まれ、例えば
、改良された横方向電荷移動（lateral charge migration：ＬＣＭ）抵抗を可能とする成
分または材料の例としては、テトラキスメチレン（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－
ヒドロキシヒドロシンナメート）メタン（チバ・スペシャリティ・ケミカル（Ｃｉｂａ　
Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）から入手可能なイルガノックス（ＩＲＧＡＮＯ
Ｘ）（登録商標）１０１０）、ブチル化ヒドロキシトルエン（ＢＨＴ）のような既知のヒ
ンダードフェノール性抗酸化剤が挙げられる。電荷輸送層の少なくとも１つにおける抗酸
化剤の重量パーセントは約０から約２０、約１から約１０、約３から約８重量パーセント
である。
【０１０５】
　少なくとも１つの電荷輸送層とは、例えば、ある状況においては１から約１０層または
それ以上のような単一層または複数層、より具体的には、１から約４層、さらにより具体
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的には２層を指し、電荷輸送層の１つはチオホスフェートを含有し、２つの電荷輸送層は
チオホスフェートを含有し、３、４または５の電荷輸送層はチオホスフェートを含有し、
ある実施形態においては、電荷発生層と接触した第一の電荷輸送層はチオホスフェートを
含有し、第一の電荷輸送層と接触し且つオーバーコート層と接触した第二の電荷輸送層は
チオホスフェートを含まない。
［実施例Ｉ］
　３．５ミルの厚みを有する二軸方向に配向したポリエチレンナフタレート基材（カレデ
ックス）（ＫＡＬＥＤＥＸ（商標）２０００）上にコート（コーターデバイス）された０
．０２マイクロメートル厚のチタン層を用意し、その上に、グラビアアプリケーターで、
５０グラムの３－アミノ－プロピルトリエトキシシラン（ブロックまたはアンダーコート
層）、４１．２グラムの水、１５グラムの酢酸、６８４．８グラムの変性アルコール、お
よび２００グラムのヘプタンを含有する溶液を塗布することによって、画像形成部材また
は光伝導体を調製した。次いで、この層を、コーターの強制空気乾燥機中にて１３５℃で
約５分間乾燥した。得られたブロック層は５００オングストロームの乾燥厚みを有した。
次いで、グラビアアプリケーターを用いてそのウェットコーティングをブロック層上に塗
布することによって接着層を調製した。その接着剤は、テトラヒドロフラン／モノクロロ
ベンゼン／塩化メチレンの６０：３０：１０容量比率混合液中、コポリエステル接着剤（
トヨタ・ヒュシュツ・インコーポレーテッド（Ｔｏｙｏｔａ　Ｈｓｕｔｓｕ　Ｉｎｃ．）
から入手可能なアーデル（ＡＲＤＥＬ（商標））Ｄ１００）の溶液を、全重量に基づいて
、０．２重量パーセント含有した。次いで、前記コーターの強制空気乾燥機中で、接着層
を１３５℃にて約５分間乾燥した。得られた接着層は２００オングストロームの乾燥厚み
を有した。
【０１０６】
　電荷発生層分散液は、三菱ガス化学株式会社（Ｍｉｔｓｕｂｉｓｈｉ　Ｇａｓ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）から入手可能な０．４５グラムの既知のポリカー
ボネート　ルピロン（ＬＵＰＩＬＯＮ（商標））２００（ＰＣＺ－２００）またはポリカ
ーボネート（ＰＯＬＹＣＡＲＢＯＮＡＴＥ）Ｚ（商標）、（重量平均分子量は２０，００
０）、および５０ミリリットルのテトラヒドロフランを４オンスのガラスボトルに導入す
ることによって調製した。この溶液に２．４グラムのヒドロキシガリウムフタロシアニン
（Ｖ型）および３００グラムの１／８インチ（３．２ミリメートル）直径のステンレス鋼
ショットを加えた。次いで、この混合物をボールミルに８時間入れた。引き続いて、２．
２５グラムのＰＣＺ－２００を４６．１グラムのテトラヒドロフランに溶解させ、ヒドロ
キシガリウムフタロシアニン分散液に加えた。次いで、このスラリーをシェーカーに１０
分間入れた。その後、得られた分散液をバード（Ｂｉｒｄ）アプリケーターで前記接着剤
界面に塗布して、０．２５ミルの湿潤厚みを有する電荷発生層を形成した。後で塗布する
粉砕ストリップ層（ground strip layer）による適切な電気的接触を促すために、ブロッ
ク層および接着層を有する基材ウェブの１つのエッジに沿った約１０ミリメートル幅のス
トリップは、意図的に電荷発生層材料によってコーティングされないようにした。電荷発
生層は強制空気オーブン中にて１３５℃にて５分間乾燥して、０．４マイクロメートルの
厚みを有する乾燥電荷発生層を形成した。
【０１０７】
　次いで、得られた画像形成部材ウェブを２層型電荷輸送層でオーバーコートした。具体
的には、電荷発生層を、電荷発生層に接触した電荷輸送層（下部層）でオーバーコートし
た。電荷輸送層の下部層は、１：１の重量比のＮ，Ｎ’－ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（
３－メチルフェニル）－１，１’－ビフェニル－４，４’－ジアミン、およびファルベン
ファブリーケン・バイエル・アー・ゲー（Ｆａｒｂｅｎｆａｂｒｉｋｅｎ　Ｂａｙｅｒ　
Ａ．Ｇ．）から市販されている約５０，０００から１００，０００の分子量平均を有する
既知のポリカーボネート樹脂であるマクロロン（ＭＡＫＲＯＬＯＮ）（登録商標）５７０
５を琥珀色ガラスボトルに導入することによって調製した。次いで、得られた混合物を塩
化メチレンに溶解させて、１５重量パーセントの固形分を含有する溶液を形成した。２ミ
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ルのバード（Ｂｉｒｄ）バーを用いてこの溶液を電荷発生層に塗布して、下部層コーティ
ングを形成した。これは、乾燥（１分間、１２０℃）させると１４．５ミクロンの厚みを
有していた。このコーティングプロセスの間、湿度は１５パーセント以下であった。
【０１０８】
　次いで、電荷輸送層（ＣＴＬ）の下部層を第二のパスにおいて最上部電荷輸送層でオー
バーコートした。最上部層の電荷輸送層溶液は下部層について前記したように調製した。
２ミルのバード（Ｂｉｒｄ）バーを用いて、この溶液を電荷輸送層の下部層に塗布して、
コーティングを形成した。これは、乾燥（１分間、１２０℃）させると１４．５ミクロン
の厚みを有していた。このコーティングプロセスの間、湿度は１５パーセント以下であっ
た。全ＣＴＬ厚みは２９ミクロンであった。
［実施例ＩＩ］
　画像形成部材または光伝導体は、電荷輸送層の下部層を、琥珀色ガラスボトルに４７．
５：４７．５：５の重量比率のＮ，Ｎ’－ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（３－メチルフェ
ニル）－１，１’－ビフェニル－４，４’－ジアミン、およびファルベンファブリーケン
・バイエル・アー・ゲー（Ｆａｒｂｅｎｆａｂｒｉｋｅｎ　Ｂａｙｅｒ　Ａ．Ｇ．）から
市販されている約５０，０００から１００，０００の分子量を有するポリカーボネート樹
脂であるマクロロン（ＭＡＫＲＯＬＯＮ）（登録商標）５７０５、およびエルコ・コーポ
レーション・オブ・クリーブランド（Ｅｌｃｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｃｌｅ
ｖｅｌａｎｄ）、オハイオ（Ｏｈｉｏ）から市販されている、ジアルキルジチオリン酸亜
鉛（ＺＤＤＰ　ＥＬＣＯ－１０３（商標）、各々が３から５個の炭素原子を有する２つの
第一級アルコールおよび１つの第二級アルコールの混合物）を導入することによって調製
する以外は実施例１のプロセスを反復することによって調製した。得られた混合物を塩化
メチレンに溶解させて、１５重量パーセントの固体を含有する溶液を形成した。２ミルの
バード（Ｂｉｒｄ）バーを用いてこの溶液を電荷発生層に塗布して、下部層コーティング
を形成した。これは、乾燥（１分間、１２０℃）させると、１４．５ミクロンの厚みを有
していた。このコーティングプロセスの間、湿度は１５パーセント以下であった。
【０１０９】
　次いで、電荷輸送層の下部層を第二のパスにおいて最上部電荷輸送層でオーバーコート
した。最上部の最も上方の電荷輸送層の溶液は、琥珀色ガラスボトルに、１：１の重量比
のＮ，Ｎ’－ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（３－メチルフェニル）－１，１’－ビフェニ
ル－４，４’－ジアミン、およびファルベンファブリーケン・バイエル・アー・ゲー（Ｆ
ａｒｂｅｎｆａｂｒｉｋｅｎ　Ｂａｙｅｒ　Ａ．Ｇ．）から市販されている約５０，００
０から１００，０００の分子量平均を有する既知のポリカーボネート樹脂であるマクロロ
ン（ＭＡＫＲＯＬＯＮ）（登録商標）５７０５を導入することによって調製した。次いで
、得られた混合物を塩化メチレンに溶解させて、１５重量パーセントの固体を含有する溶
液を形成した。２ミルのバード（Ｂｉｒｄ）バーを用いて、この溶液を電荷輸送層の下部
層に塗布して、コーティングを形成した。これは乾燥（１分間、１２０℃）させると、１
４．５ミクロンの厚みを有していた。全電荷輸送層の厚みは２９ミクロンであった。
［実施例ＩＩＩ］
　画像形成部材は、下部電荷輸送層を、琥珀色ガラスボトルに４８．７５：４８．７５：
２．５の重量比率のＮ，Ｎ’－ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（３－メチルフェニル）－１
，１’－ビフェニル－４，４’－ジアミン、およびファルベンファブリーケン・バイエル
・アー・ゲー（Ｆａｒｂｅｎｆａｂｒｉｋｅｎ　Ｂａｙｅｒ　Ａ．Ｇ．）から市販されて
いる約５０，０００から１００，０００の分子量を有するポリカーボネート樹脂であるマ
クロロン（ＭＡＫＲＯＬＯＮ）（登録商標）５７０５、およびエルコ・コーポレーション
・オブ・クリーブランド（Ｅｌｃｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｃｌｅｖｅｌａｎ
ｄ）、オハイオ（Ｏｈｉｏ）から市販されている、ジアルキルジチオリン酸亜鉛（ＺＤＤ
Ｐ　ＥＬＣＯ－１０３（商標）、各々が３から５個の炭素原子を有する２つの第一級アル
コールおよび１つの第二級アルコールの混合物、第一級および第二級プロピル、ブチルお
よびペンチル）を導入することによって調製する以外は実施例１のプロセスを反復するこ
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とによって調製した。得られた混合物を塩化メチレンに溶解させて、１５重量パーセント
の固体を含有する溶液を形成した。２ミルのバード（Ｂｉｒｄ）バーを用いてこの溶液を
電荷発生層に塗布して、下部層コーティングを形成した。これは、乾燥（１分間、１２０
℃）させると、１４．５ミクロンの厚みを有していた。このコーティングプロセスの間、
湿度は１５パーセント以下であった。
【０１１０】
　次いで、電荷輸送層の下部層を第二のパスにおいて最上部電荷輸送層でオーバーコート
した。最も上方の最上部電荷輸送層の溶液は、琥珀色ガラスボトルに、１：１の重量比の
Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（３－メチルフェニル）－１，１’－ビフェニル
－４，４’－ジアミン、およびファルベンファブリーケン・バイエル・アー・ゲー（Ｆａ
ｒｂｅｎｆａｂｒｉｋｅｎ　Ｂａｙｅｒ　Ａ．Ｇ．）から市販されている約５０，０００
から１００，０００の分子量平均を有する既知のポリカーボネート樹脂であるマクロロン
（ＭＡＫＲＯＬＯＮ）（登録商標）５７０５を導入することによって調製した。次いで、
得られた混合物を塩化メチレンに溶解させて、１５重量パーセントの固体を含有する溶液
を形成した。２ミルのバード（Ｂｉｒｄ）バーを用いて、この溶液を電荷輸送層の下部層
に塗布して、コーティングを形成した。これは、乾燥（１分間、１２０℃）させると、１
４．５ミクロンの厚みを有していた。全電荷輸送層の厚みは２９ミクロンであった。
［実施例ＩＶ］
　画像形成部材は、電荷輸送層の下部層を、琥珀色ガラスボトルに４２．５：４２．５：
１５の重量比率のＮ，Ｎ’－ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（３－メチルフェニル）－１，
１’－ビフェニル－４，４’－ジアミン、ファルベンファブリーケン・バイエル・アー・
ゲー（Ｆａｒｂｅｎｆａｂｒｉｋｅｎ　Ｂａｙｅｒ　Ａ．Ｇ．）から市販されている約５
０，０００から１００，０００（重量平均）の分子量を有するポリカーボネート樹脂であ
るマクロロン（ＭＡＫＲＯＬＯＮ）（登録商標）５７０５、およびエルコ・コーポレーシ
ョン（Ｅｌｃｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）から市販されている前記チオホスフェートＺ
ＤＤＰ　ＥＬＣＯ－１０３(商標)を導入することによって調製する以外は実施例１のプロ
セスを反復することによって調製した。得られた混合物を塩化メチレンに溶解させて、１
５重量パーセントの固体を含有する溶液を形成した。２ミルのバード（Ｂｉｒｄ）バーを
用いてこの溶液を電荷発生層に塗布して、下部層コーティングを形成した。これは、乾燥
（１分間、１２０℃）させると、１４．５ミクロンの厚みを有していた。このコーティン
グプロセスの間、湿度は１５パーセント以下であった。
【０１１１】
　次いで、電荷輸送層の下部層を第二のパスにおいて最上部電荷輸送層でオーバーコート
した。最も上方の電荷輸送層の溶液は、琥珀色ガラスボトルに、１：１の重量比のＮ，Ｎ
’－ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（３－メチルフェニル）－１，１’－ビフェニル－４，
４’－ジアミン、およびファルベンファブリーケン・バイエル・アー・ゲー（Ｆａｒｂｅ
ｎｆａｂｒｉｋｅｎ　Ｂａｙｅｒ　Ａ．Ｇ．）から市販されている約５０，０００から１
００，０００の分子量平均を有する既知のポリカーボネート樹脂であるマクロロン（ＭＡ
ＫＲＯＬＯＮ）（登録商標）５７０５を導入することによって調製した。次いで、得られ
た混合物を塩化メチレンに溶解させて、１５重量パーセントの固体を含有する溶液を形成
した。２ミルのバード（Ｂｉｒｄ）バーを用いて、この溶液を電荷輸送層の下部層に塗布
して、コーティングを形成した。これは、乾燥（１分間、１２０℃）させると、１４．５
ミクロンの厚みを有していた。全電荷輸送層の厚みは２９ミクロンであった。
［実施例Ｖ］
　画像形成部材は、最上部電荷輸送層および下部電荷輸送層を、琥珀色ガラスボトルに４
６．２５：４６．２５：７．５の重量比率のＮ，Ｎ’－ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（３
－メチルフェニル）－１，１’－ビフェニル－４，４’－ジアミン、ファルベンファブリ
ーケン・バイエル・アー・ゲー（Ｆａｒｂｅｎｆａｂｒｉｋｅｎ　Ｂａｙｅｒ　Ａ．Ｇ．
）から市販されている約５０，０００から１００，０００の分子量を有するポリカーボネ
ート樹脂であるマクロロン（ＭＡＫＲＯＬＯＮ）（登録商標）５７０５、およびエルコ・
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コーポレーション（Ｅｌｃｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）から市販されている前記チオホ
スフェートＺＤＤＰ　ＥＬＣＯ－１０３(商標)を導入することによって調製する以外は実
施例１のプロセスを反復することによって調製した。得られた混合物を塩化メチレンに溶
解させて、１５重量パーセントの固体を含有する溶液を形成した。２ミルのバード（Ｂｉ
ｒｄ）バーを用いてこの溶液を電荷発生層に塗布して、下部層コーティングを形成した。
これは、乾燥（１分間、１２０℃）させると、１４．５ミクロンの厚みを有していた。こ
のコーティングプロセスの間、湿度は１５パーセント以下であった。
【０１１２】
　次いで、電荷輸送層の下部層を第二のパスにおいて最上部電荷輸送層でオーバーコート
した。最も上方の電荷輸送層の溶液は、琥珀色ガラスボトルに、４６．２５：４６．２５
：７．５の重量比のＮ，Ｎ’－ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（３－メチルフェニル）－１
，１’－ビフェニル－４，４’－ジアミン、ファルベンファブリーケン・バイエル・アー
・ゲー（Ｆａｒｂｅｎｆａｂｒｉｋｅｎ　Ｂａｙｅｒ　Ａ．Ｇ．）から市販されている約
５０，０００から１００，０００の分子量を有するポリカーボネート樹脂であるマクロロ
ン（ＭＡＫＲＯＬＯＮ）（登録商標）５７０５、およびエルコ・コーポレーション（Ｅｌ
ｃｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）から市販されている前記チオホスフェートＺＤＤＰ　Ｅ
ＬＣＯ－１０３(商標)を導入することによって前記に示したように調製した。次いで、得
られた混合物を塩化メチレンに溶解させて、１５重量パーセントの固体を含有する溶液を
形成した。２ミルのバード（Ｂｉｒｄ）バーを用いて、この溶液を電荷輸送層の下部層に
塗布して、コーティングを形成した。これは、乾燥（１分間、１２０℃）させると、１４
．５ミクロンの厚みを有していた。全電荷輸送層の厚みは２９ミクロンであった。
［実施例ＶＩ］
オーバーコートコーティング溶液の調製
　オーバーコートコーティング溶液は、１０グラムのポリケム（ＰＯＬＹＣＨＥＭ）（登
録商標）７５５８－Ｂ－６０（ＯＰＣ　ポリマーズから入手したアクリル化ポリオール）
、４グラムのＰＰＧ　２Ｋ（シグマ－アルドリッチ（Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ）から
入手した２，０００の重量平均分子量を有するポリプロピレングリコール）、６グラムの
サイメル（ＣＹＭＥＬ）（登録商標）１１３０（サイテック・インダストリーズ・インコ
ーポレーティッド（Ｃｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｉｎｃ．）から入手したメチル
化、ブチル化メラミン－ホルムアミド架橋剤）、８グラムのＮ，Ｎ’－ジフェニル－Ｎ，
Ｎ’－ジ［３－ヒドロキシフェニル］－テルフェニル－ジアミン（ＤＨＴＢＤ）、１．５
グラムのシルクリーン（ＳＩＬＣＬＥＡＮ(商標)）３７００（ビー・ワイ・ケー・ケミー
）（ＢＹＫ－Ｃｈｅｍｉｅ）ＵＳＡから入手可能なヒドロキシル化シリコーン）、および
５．５グラム［１重量パーセント］の８パーセントのｐ－トルエンスルホン酸触媒を６０
グラムのドワノール（ＤＯＷＡＮＯＬ）（登録商標）ＰＭ（ダウ・ケミカル・カンパニー
）（ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）から入手した１－メトキシ－
２－プロパノール）に加えることによって形成した。
［実施例ＶＩＩ］
　実施例Ｉの光伝導体を１／８ミルのバード（Ｂｉｒｄ）バーを用いて実施例ＶＩからの
溶液でオーバーコートした。得られたフィルムを強制空気オーブン中で１２５℃にて２分
間乾燥して、高度に架橋した、３ミクロン厚のオーバーコートが得られ、そのオーバーコ
ートはメタノールまたはエタノールに実質的に不溶性であった。
［実施例ＶＩＩＩ］
　実施例ＩＩの光伝導体を１／８ミルのバード（Ｂｉｒｄ）バーを用いて実施例ＶＩの溶
液でオーバーコートした。得られたフィルムを強制空気オーブン中で１２５℃にて２分間
乾燥して、高度に架橋した、３ミクロン厚のオーバーコートが得られ、そのオーバーコー
トはメタノールまたはエタノールに実質的に不溶性であった。
［実施例ＩＸ］
　実施例ＩＩＩの光伝導体を１／８ミルのバード（Ｂｉｒｄ）バーを用いて実施例ＶＩの
溶液でオーバーコートした。得られたフィルムを強制空気オーブン中で１２５℃にて２分
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［実施例Ｘ］
　実施例ＩＶの光伝導体を１／８ミルのバード（Ｂｉｒｄ）バーを用いて実施例ＶＩの溶
液でオーバーコートした。得られたフィルムを強制空気オーブン中で１２５℃にて２分間
乾燥して、高度に架橋した、３ミクロン厚のオーバーコートを得た。
電気的特性の試験
　前記調製された光伝導体デバイスをスキャナーセットにおいてテストし、光誘導放電サ
イクルを得た（１つの充電－消去サイクルで順番に配列した）。続いて、１つの充電－露
光－消去サイクルを行った。光の強度をサイクルと共に徐々に増大させて、一連の光誘導
放電特性（photoinduced discharge characteristic：ＰＩＤＣ）曲線を作成し、当該曲
線から種々の露光強度における光感度および表面ポテンシャルを測定した。表面ポテンシ
ャルを増大させていくつかの電圧－対－電荷密度曲線を得る一連の充電－消去サイクルに
よって、さらなる電気的特性を得た。該スキャナーには、種々の表面ポテンシャルにおい
て一定の電圧充電に設定されたスコロトロンが備えられていた。該デバイスを、発光ダイ
オードへの電流を制御して異なる露光レベルを得るデータ獲得システムによって徐々に増
大させた露光強度にて－５００ボルトの表面ポテンシャルでテストした。露光光源は７８
０ナノメートルの発光ダイオードであった。電子写真模擬プロセスは、周囲条件（４０パ
ーセント相対湿度および２２℃）において環境を制御した光密チャンバー中で完了した。
また、該デバイスを、充電－放電－消去にて電気的に１０，０００画像形成サイクル操作
した。１０光誘導放電特性（ＰＩＤＣ）曲線をサイクル＝０およびサイクル＝１０，００
０双方において作成した。結果を表１にまとめる。
【０１１３】
【表１】

【０１１４】
　ある実施形態において、電荷輸送層におけるジアルキルジチオホスフェートの物理的ド
ーピング量によるＶrサイクルアップの最小化または防止のような、既知のＰＩＤＣ曲線
の作成によって決定された開示されたチオホスフェート光伝導膜についての多数の改良さ
れた特性が開示されている。より具体的には、表１におけるＶ（３．５エルグ／ｃｍ2）
は、露光が３．５エルグ／ｃｍ2である場合のデバイスの表面ポテンシャルを表しており
、ＰＩＤＣの特性を明らかにするために用いられている。対照的に、チオホスフェートの
電荷輸送層への組み込みは、Ｖ（３．５エルグ／ｃｍ2）を低下させ、長いサイクルでの
サイクルアップを防止する。
【０１１５】
　ある実施形態において、実施例ＶＩの前記チオホスフェートのオーバーコートを伴う電
荷輸送層へ組み込みは、オーバーコートがなくＣＴＬチオホスフェートを含まない光伝導
体と比較して、ゴースティングを低下させる。
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